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「御園座」こけら落とし×「グランドメゾン御園座タワー」竣工 

30段広告を掲載、「御園座新劇場開場記念式典」で増刷配布 

本件のお問い合わせは、中日新聞広告局 営業推進部 電話052-221-0692(2018/03/29) 

 ２０１５年から行われてきた劇場の改修工事が完了し、いよいよ４月にこけら落としを迎える「御園座」。新劇場は、積水ハウ

スの新築分譲マンション「グランドメゾン御園座タワー」の２階～５階部分に位置する。 

 そこで、広告一部、広告二部共同でプロモートし、「御園座」のこけら落としと、「グランドメゾン御園座タワー」の竣工告知

の告知予算を獲得。併せて３０段のボリュームある紙面告知を実現した。 

 ３０段の紙面広告は、芸どころ名古屋で継承されてきた文化の新しい象徴たる「御園座」の新コンセプト“ONLY ONE 創

造劇場” と、伝統美とテクノロジーを兼ね備えた「グランドメゾン御園座タワー」のコンセプト“THE ONE(ただひとつの価値)”

の２つを対照させたデザインとした。また、御園座および御園座タワーの監修を担当した建築家・隈健吾氏のコメントを全体

を通して掲載し、価値ある紙面づくりを目指した。 

 御園座については、旧御園座から引き継いだ「なまこ壁」の意匠や劇場エントランスの「御園座レッド」など、内外装の様々

なこだわりのほか、バリアフリー設計によって過ごしやすく生まれ変わった“思いやりの劇場”をアピール。明治２９年の開場

以来、１２１年の歴史を誇る御園座の歴史年表も掲載した。 

 御園座タワーについては、地上４０階、約１５０メートルというタワーの安心を支える先進の制震技術を、図も用いながら解

説。スマートな住環境を実現させる「省エネ・創エネ」設計や、快適なまちづくりに配慮した機能なども紹介し、新旧の文化

や歴史が調和する新しいランドマークの誕生を魅力的に伝えている。 

 本特集は別刷りとして増刷され、3月28日の「御園座新劇場開場記念式典」で来場者に配布された。                                              
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